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Ｓ
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（
持
続

可
能
な
開
発
目
標
）
の
略
称
で
、

２
０
１
５
年
９
月
の
国
連
サ
ミ
ッ

ト
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
加
盟
国

１
９
３
カ
国
が
全
会
一
致
で
取

り
決
め
た
こ
の
国
際
目
標
は
、

２
０
３
０
年
ま
で
の
達
成
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
と

い
う
理
念
の
も
と
、
今
を
生
き
る

私
た
ち
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
か
ら

生
ま
れ
て
く
る
子
ど
も
た
ち
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
球
を
残
す
た

め
に
、
17
の
目
標
（
ゴ
ー
ル
）
と

１
６
９
の
具
体
的
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト

が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
世
界
の
人
々
が

　

取
り
組
む
べ
き
道
し
る
べ

　
私
た
ち
が
暮
ら
す
こ
の
地
球
は

今
、
温
暖
化
に
代
表
さ
れ
る
よ
う

に
破
滅
の
危
機
に
瀕
し
て
い
ま
す
。

こ
の
自
然
環
境
だ
け
で
な
く
、
そ

の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
私
た
ち

の
社
会
や
文
化
も
、
未
来
永
劫
あ

た
り
ま
え
に
持
続
し
て
い
く
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
持
続
可
能
な

（
＝
こ
れ
か
ら
先
も
続
い
て
い

く
）
未
来
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
、

世
界
中
の
人
々
の
意
識
と
行
動
の

変
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17
の
目
標
は
、
世

界
共
通
の
ア
イ
コ
ン
で
示
さ
れ
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
色
と

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
が
組
み
合
わ

さ
っ
た
こ
の
目
印
は
、
誰
で
も
ひ

と
目
で
わ
か
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
明
確
な
ル
ー
ル

が
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
国
や
自
治
体
、
個
人
が
、

そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
方
法
を
考
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
一

人
一
人
が
「
自
分
ご
と
」
と
し
て

取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

■
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
守
ら
な
け
れ
ば

　

未
来
は
ど
う
な
る
？

　
８
年
後
の
２
０
３
０
年
ま
で
に

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
守
ら
れ
な
く
て
も
罰

則
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
未
来
の
子

ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
目
標
６
や
目
標
13
〜
15
に
取
り

組
ま
な
い
未
来
で
は
、
気
候
変
動

が
激
化
し
、
希
少
生
物
が
絶
滅
す

る
恐
れ
が
高
ま
り
ま
す
。
近
年
頻

発
す
る
異
常
気
象
は
、
地
球
規
模

の
気
候
変
動
が
影
響
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
て
お
り
、
世
界
中
で
温

室
効
果
ガ
ス
を
抑
え
る
取
り
組
み

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
目
標
１
〜
５
や
目
標

７
・
11
・
16
が
達
成
さ
れ
な
い
と
、

格
差
や
不
平
等
が
広
が
り
対
立
が

激
し
い
社
会
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

一
方
で
、
目
標
８
〜
10
や
目
標
12

の
対
策
が
進
め
ば
、
日
本
で
広
が

る
非
正
規
雇
用
や
学
歴
に
よ
る
所

得
格
差
、
働
き
方
改
革
な
ど
の
経

済
問
題
の
改
善
に
つ
な
が
り
ま
す
。

■
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
決
し
て
特
別
な
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
の
目
標

も
私
た
ち
に
身
近
な
も
の
ば
か
り

で
す
。
一
人
で
は
難
し
い
取
り
組

み
も
、
目
標
17
が
示
す
よ
う
に
連

携
す
る
こ
と
で
道
が
開
け
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
未
来
の
た
め
に

「
こ
う
さ
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
を
一
緒

に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

こうさの特 

集



■
町
が
取
り
組
む
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

　
２
０
１
７
年
12
月
に
閣
議
決
定

さ
れ
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
２
０
１
７
改
訂

版
」
に
お
い
て
、
地
方
創
生
の
推

進
の
た
め
に
、
地
方
公
共
団
体
も

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
へ
の
積
極
的
な
取

り
組
み
が
不
可
欠
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
町
で
は
、
こ
の
国
の
方
針
を

受
け
て
、
昨
年
３
月
に
策
定
し
た

「
第
７
次
甲
佐
町
総
合
計
画
」
に

基
づ
く
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
通
し

た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

■
古
民
家
の
利
活
用
で
持
続

　

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

　
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
、
熊
本
地

震
で
被
災
し
た
築
１
４
０
年
の
古

民
家
の
再
生
を
通
し
た
新
た
な
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

取
り
壊
す
案
も
出
る
中
、
み
ん
な

で
な
ん
と
か
活
用
し
よ
う
と
い
う

「
こ
う
さ
て
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

が
２
０
１
７
年
に
ス
タ
ー
ト
。
大

工
や
左
官
の
職
人
が
講
師
を
務
め

る
改
修
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

町
内
外
か
ら
参
加
し
た
学
生
や
地

域
住
民
が
床
の
解
体
や
土
壁
づ
く

り
な
ど
を
体
験
。
新
た
な
交
流
が

生
れ
ま
し
た
。

　
２
０
２
０
年
10
月
、
一
棟
貸
し

の
宿
泊
施
設
を
併
設
し
た
古
民
家

レ
ス
ト
ラ
ン
と
し
て
生
ま
れ
変

わ
っ
た
こ
の
古
民
家
は
、
町
内
外

か
ら
多
く
の
人
が
集
う
交
流
の
拠

点
と
な
り
ま
し
た
。
甲
佐
産
の
野

菜
な
ど
を
使
っ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
の

に
ぎ
わ
い
は
、
新
た
な
雇
用
や
地

域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

■
空
き
家
バ
ン
ク
で
「
も
っ
た
い

　

な
い
」
を
「
あ
り
が
と
う
」
に

　
全
国
各
地
で
空
き
家
の
増
加
が

社
会
問
題
と
な
る
中
、
町
で
は

２
０
１
８
年
６
月
に
空
き
家
バ
ン

ク
を
設
置
し
、
そ
の
利
活
用
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
空
き
家
を

資
源
と
捉
え
、
有
効
活
用
を
進
め

る
こ
と
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　
思
い
出
の
詰
ま
っ
た
古
民
家
が

た
だ
朽
ち
る
の
は
、
も
っ
た
い
な

い
―
。
空
き
家
バ
ン
ク
を
活
用
し

て
、
あ
な
た
の
「
も
っ
た
い
な

い
」
を
、
新
し
い
暮
ら
し
を
始
め

る
誰
か
の
「
あ
り
が
と
う
」
に
つ

な
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

空き家という資源を

地域振興につなげる

町地域振興課

本田 幸嗣 係長

　　古民家
   ×

まちづくり　　

甲 佐 町 空 き 家 バ ン ク

登 録 番 号　 第 16 号
空き家 売買

所在地 甲佐町大字東寒野

構造 木造瓦葺２階建

価格
（売買） ２00万円

価格
（賃貸） -

敷地面積 約 140 ㎡

建物面積
1 階　約 110 ㎡

２ 階　約 30 ㎡
間取り ６ D Ｋ

建築時期 昭和 49 年 空き家になった時期 平成 29 年 3 月頃

補修 西側和室 （玄関左側） の窓枠に隙間あり。 雨樋も一部破損。

設備等の状況

駐車場 有 水道 地下水 （トイレのみ上水道）

電気 引き込み済み ガス プロパン

排水 単独浄化槽
トイレ 水洗

風呂 電気

物置 有 庭 ―

附帯設備 ー

主要施設などへの距離

町役場 2.5 km 保育園 2.8 km

近隣バス停
西寒野バス停

（熊本バス）　　　　　 900 m

甲佐小学校 2.2 km

甲佐中学校 4.5 km

特記事項

・ 裏山が急傾斜地のため敷地の一部が土砂災害警戒区域に指定されています。
・ 熊本地震後、 家屋の一部に傾きが生じており、 窓枠の歪みや壁面の亀裂が発生して
  います。 （写真⑥、 ⑩）
・ トイレは改修されているためきれいな状態です。 （写真⑦）
・ キッチンや浴室、 洗面台は地下水を利用していますが、 ポンプの動作は未確認です。
・ 木造の小屋は車庫として利用可能です。 （写真⑫）

間取り ・写真等

１ ２ ３

４ ５ ６

７ ８ ９

10 11 12

物件登録日　2020/03/30

１　階 ２　階 「甲佐町空き家
バンク」の詳細
はこちらから▼

◀ 空 き 家 バ ン ク
　 に 登 録 中 の 物
　 件 情 報 を 確 認
　できます

❖特集　こうさのＳＤＧｓ

　町では、空き家バンク制度を通して物

件の購入または賃借する人を対象に、そ

の物件のリフォーム費用や不要物撤去費

用を一部助成しています。この支援を活

用して移住したり、新しくお店を始めた

りする人も増えつつあります。

　一方で、登録物件は豊富とは言えず、

コロナ禍で増えた移住希望者からのお尋

ねに応えられないことも少なくありませ

ん。活用していない住居や宅地をお持ち

の人は、空き家バンクへの登録をご検討

ください。



　　地場産物
×

学校給食　　

■
食
育
で
子
ど
も
た
ち
の
健
康

　

や
地
域
の
食
文
化
を
守
る

　
偏
っ
た
栄
養
摂
取
や
朝
食
欠
食

と
い
っ
た
食
生
活
の
乱
れ
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
の
健
康
を
取
り
巻
く

問
題
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
解
決
に
重
要
な
役
割
を
果

た
す
の
が
「
食
育
」
で
す
。

　
学
校
給
食
で
は
、
成
長
期
に
あ

る
子
ど
も
た
ち
の
健
康
を
保
ち
、

よ
り
よ
く
成
長
で
き
る
よ
う
、
栄

養
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
献
立
が

作
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
域
で
採
れ

た
旬
の
野
菜
や
特
産
物
を
使
う
こ

と
で
、
生
産
者
へ
の
感
謝
の
心
や

地
域
の
食
文
化
を
学
ぶ
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。

■
地
産
地
消
で
温
暖
化
抑
制
を

　
学
校
給
食
で
は
、
お
米
や
野
菜

な
ど
で
き
る
限
り
地
場
産
物
を
活

用
し
た
給
食
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
域
で
生
産
さ
れ
た
食
品
を
積
極

的
に
使
う
こ
と
で
、
輸
送
コ
ス
ト

が
抑
え
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
ト

ラ
ッ
ク
の
長
距
離
移
動
が
な
く
な

る
た
め
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素

の
削
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
地
産
地
消
は
学
校
給
食
だ
け
で

な
く
、
私
た
ち
の
家
庭
で
も
で
き

る
取
り
組
み
で
す
。
子
ど
も
た
ち

に
郷
土
の
食
文
化
を
残
し
て
あ
げ

る
た
め
に
も
、
賢
い
選
択
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
給
食
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
佐
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
０
２
５
５

 未来のために私たちができること

　町では、特産物のニラはもちろん、甲

佐産の新鮮な野菜やお米などを使った給

食を提供しています。子どもたちには楽

しい給食を通して、このまちの豊かな農

産物について学んでほしいです。私たち

も、子どもたちの郷土愛を育むような給

食が届けられるようにがんばります。

特産物を使った

給食で地域を学ぶ

甲佐小学校 栄養教諭

永岡 沙織 先生

　今を生きる私たちが、次世代の子どもたちの未来を守るためにできることは何でしょう。ここでは、
生活の中で私たちができる身近な取り組みの一部をご紹介します。あなたは何から始めてみますか。

■
肉
よ
り
野
菜
を
選
ぶ

　
野
菜
や
穀
物
を
育
て
る

よ
り
も
水
や
餌
な
ど
の
資

源
を
た
く
さ
ん
必
要
と
す

る
肉
の
生
産
。
牛
肉
１
キ

ロ
グ
ラ
ム
を
生
産
す
る
の

に
６
～
20
キ
ロ
の
穀
物
を

消
費
す
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

肉
料
理
を
控
え
る
こ
と
も

必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

■
レ
ジ
袋
は
使
わ
な
い

　
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。
海
か
ら
離
れ
た
場
所

で
ポ
イ
捨
て
さ
れ
た
レ
ジ

袋
も
川
を
下
っ
て
海
に
流

れ
込
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

ご
み
に
な
る
レ
ジ
袋
は
使

わ
ず
に
、
マ
イ
バ
ッ
ク
を

携
帯
し
ま
し
ょ
う
。

■
公
共
交
通
を
使
お
う

　
気
候
変
動
の
抑
制
で
大

切
な
の
は
、
二
酸
化
炭
素

を
出
さ
な
い
こ
と
。
で
き

る
だ
け
自
家
用
車
を
使
わ

ず
に
公
共
交
通
を
選
択
し

ま
し
ょ
う
。
地
域
交
通
の

存
続
に
は
多
額
の
維
持
費

が
必
要
で
す
。
雇
用
を
守

る
助
け
に
も
な
り
ま
す
。

■
こ
ま
め
に
節
水
・
節
電
を

　
水
が
豊
富
な
熊
本
で
す

が
、
そ
の
恵
み
に
も
限
り

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
電

気
を
生
み
出
す
火
力
発
電

所
の
稼
働
を
抑
え
る
た
め

に
も
節
電
は
有
効
で
す
。

私
た
ち
一
人
一
人
が
こ
ま

め
な
節
水
・
節
電
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。

▲今日の給食は
　こちらをご覧
　ください



　
２
０
１
５
年
９
月
27
日
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
た
国

連
サ
ミ
ッ
ト
に
、
す
べ
て
の
加
盟

国
の
首
脳
が
集
ま
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
採
択
が
決
ま
り
ま
し
た
。
全
会

一
致
で
の
決
定
は
、
各
国
が
共
通

し
て
危
機
意
識
を
持
っ
て
い
る
こ

と
の
表
れ
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
ま

も
な
く
７
年
。
気
候
変
動
に
起
因

す
る
と
考
え
ら
れ
る
豪
雨
や
台
風

が
も
た
ら
す
災
害
が
毎
年
の
よ
う

に
発
生
す
る
中
、
折
り
返
し
の
年

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
世
界
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
を
目

指
す
２
０
３
０
年
ま
で
あ
と
８
年
。

そ
れ
は
、
こ
の
春
、
小
学
校
を
巣

立
つ
子
ど
も
た
ち
が
二
十
歳
を
迎

え
る
年
と
重
な
り
ま
す
。
時
間
は

あ
ま
り
残
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
８
年
後
、
あ
な
た
は
ど
ん
な
生

き
方
を
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
は
、
私
た
ち
が
暮
ら
す
地
球

か
ら
の
問
い
掛
け
で
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
企
画
課

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
５

前田琉
りゅうのすけ

之介さん（上豊内区） 甲斐莉
り か こ

佳子さん（岩下二区） 西村隆
りゅうひ

寿さん（井戸江区） 田上虹
こ な つ

夏さん（緑町区） 佐藤雅
まさはる

治さん（仁田子区）

川口時
ときひろ

空さん（下横田区） 佐村真
ま こ

心さん（上早川一区） 和田叶
か な る

夢琉さん（浅井区） 村田早
さ き

紀さん（中横田区）

本田さらさん（北原区） 後藤悠
ゆ づ き

月さん（船津区） 森田めぐみさん（船津区）

岡部蓮
れ ん か

華さん（北早川区） 上田竜
りゅうたろう

太郎さん（芝原区） 田端琉
る か

花さん（芝原区）

井芹優
ゆう

さん（山出区）上田晃
こ う き

綺さん（府領区）

『世界でいちばん素敵な SDGSの教室』
小林 亮 監修 ／三才ブックス 発行

２０３０年に二十歳を
迎える子どもたち―。
彼らの未来を守るのは、
今を生きる私たち大人
に課された責務です。

もっと知りたい人は町の図書室で！
▶
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
入
門
書
。
Ｑ
＆
Ａ

　

形
式
で
わ
か
り
や
す
く
解
説
。

『世界でいちばん素敵な SDG の教室』

❖特集　こうさのＳＤＧｓ

甲斐俊
しゅんた

太さん（中横田区）



住民税非課税世帯などに10万円給付

臨 時 特 別 給 付 金
　新型コロナウイルスの影響が長期化する中で、暮らしを支援する経済対策の一環として、住民税
非課税の世帯などに現金10万円が支給されます。給付金を受け取るには、手続きが必要です。

　町から給付内容や住所・氏名・給付金振り
込み口座番号などが書かれた確認書が届きま
す。内容を確認して、町に返送してください。
▶返送期限

　令和４年５月９日（月）
　※期限までに提出が無い場合は給付金を受け取れません

▶確認事項
・給付金振り込み口座番号に間違いはないか
・住民税が課税されている人の扶養親族のみの
　世帯でないか

  １．対 象 者

 住民税非課税の世帯

　次のどちらかに該当する世帯　※重複して給付を受けることはできません

●令和３年12月10日時点で甲佐町に住民票があり、令和３年度の住民税が非課税の世帯
　 ※住民税が課税されている人の扶養親族のみで構成される世帯を除く

●コロナ禍の影響で令和３年以降の収入が減少し、住民税非課税相当となった家計急変世帯

  ２．申 請 方 法

 家計急変世帯

  世帯全員が令和３年１月１日以前から本町に住んでいる世帯

 令和３年１月２日以降の転入者がいる世帯

　給付金を受け取るには申請が必要です。町
から届く申請書に必要事項を記入して添付書
類と一緒に返送してください。提出期限は、
令和４年５月９日（月）必着です。

　給付金を受け取るには、申請が必要です。
町福祉課または町公式ウェブサイトで配布す
る申請書に必要事項を記入して提出してくだ
さい。令和３年の源泉徴収票（確定申告書）
のコピーなども必要です。
▶申請期限

　令和４年９月30日（金）

 住民税非課税相当とは
　世帯員全員の年収見込額（令和３年１月以
降の任意の１カ月収入×12カ月分）が住民税
均等割非課税世帯水準以下であることを指し
ます。詳しくは、令和３年中の給与明細書な
どを準備して町福祉課へご相談ください。

　新型コロナウイルスの影響でない収
入減少で給付を申請すると、不正受給

（詐欺罪）に問われる場合があります。！
  ３．お 問 い 合 わ せ 先

臨時特別給付金コールセンター
☎0120-526-145

（受付）午前９時～午後８時

 ■制度に関すること

甲佐町役場　福祉課
☎096-234-1114

（受付）平日 / 午前９時～午後５時

 ■申請方法に関すること

絶対に教えない！ 渡さない！
給付金を装った詐欺に注意 !!

※ 町や国の機関からＡＴＭの操作をお願いすることは絶対にありません。

怪しいと感じたら、すぐに  町役場  または  御船警察署（☎096-282-1110）へお電話を！

マイナンバー　　　口座番号　　　通帳・キャッシュカード　　　暗証番号
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■
進
む
ワ
ク
チ
ン
接
種

　
２
月
３
日
（
木
）
町
総
合
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
「
鮎
緑
」
で
、
３

回
目
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
り
、
91
人
が

集
団
接
種
を
行
い
ま
し
た
。

　
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
よ
る
感
染
拡

大
が
続
く
中
、
午
後
１
時
30
分
の

開
場
と
共
に
、
２
回
目
接
種
か
ら

７
カ
月
以
上
経
過
し
た
対
象
者
が

順
次
来
場
。
１
・
２
回
目
の
接
種

と
同
様
、
対
象
者
は
ス
タ
ッ
フ
の

案
内
に
従
っ
て
検
温
、
酸
素
飽
和

度
の
測
定
、
問
診
を
経
て
、
フ
ァ

イ
ザ
ー
社
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受

け
ま
し
た
。

　
町
内
で
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
初
日

と
な
っ
た
こ
の
日
、
会
場
で
は
多

少
の
混
雑
が
見
ら
れ
た
も
の
の
大

き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
無
事
終
了
。

町
健
康
推
進
課
の
福
島
明
広
課
長

は
「
町
で
は
、
モ
デ
ル
ナ
社
製
ワ

ク
チ
ン
の
集
団
接
種
日
も
設
け
る

な
ど
接
種
の
前
倒
し
を
進
め
て
い

ま
す
。
本
町
で
も
フ
ァ
イ
ザ
ー
社

製
ワ
ク
チ
ン
に
希
望
者
が
集
中
す

る
傾
向
が
あ
り
ま
す
が
、
感
染
拡

大
を
抑
え
る
た
め
に
１
日
で
も
早

く
接
種
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
」
と

呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　
モ
デ
ル
ナ
社
製
ワ
ク
チ
ン
を

使
っ
た
個
別
接
種
も
２
月
４
日

（
金
）
か
ら
小
屋
迫
医
院
で
ス

タ
ー
ト
。
１
・
２
回
目
に
フ
ァ
イ

ザ
ー
社
製
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た

と
い
う
宮
川
卓
さ
ん
（
有
安
区
）

は
「
小
学
生
の
見
守
り
活
動
を

行
っ
て
い
る
の
で
、
自
身
だ
け
で

な
く
子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
に

も
、
３
回
目
の
接
種
が
で
き
て

ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
」
と
笑
顔
を

見
せ
ま
し
た
。

■
感
染
拡
大
を
抑
え
る
た
め
に

　
本
町
で
の
３
回
目
接
種
は
、
２

月
20
日
時
点
で
高
齢
者
を
中
心
に

２
９
２
５
人
が
完
了
し
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
２
回
目
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
後
、
６
〜
８
カ
月
経
過
し
た

人
か
ら
順
番
に
接
種
券
一
体
型
予

診
票
な
ど
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

案
内
に
従
っ
て
予
約
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
佐
町
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

　
接
種
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
TEL
０
５
７
０
‐
６
６
６
‐
５
０
４

３回目のワクチン接種がスタート

新型コロナウイルス感染症

ト ピ ッ ク ス
▼

３
回
目
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
小
屋
迫
医
院
（
個
別
接
種
）
で
受
け
る
高
齢
者
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１
月
31
日
（
月
）
甲
佐
町
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
・
図
書
室
で
、
子
ど
も

た
ち
が
手
作
り
し
た
甲
佐
の
歴
史
・

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
展
示
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
小
学
校
（
大
江
律
子

校
長
）
の
６
年
生
が
、
総
合
学
習
の

一
環
と
し
て
昨
年
10
月
か
ら
取
り
組

ん
だ
も
の
で
、
町
内
の
歴
史
や
見
ど

こ
ろ
を
児
童
た
ち
が
見
学
・
取
材
し

な
が
ら
作
成
。
本
町
初
の
国
史
跡

「
陣
ノ
内
城
跡
」
や
国
宝
「
蒙
古
襲

来
絵
詞
」
に
ゆ
か
り
あ
る
「
甲
佐
神

社
」
で
は
、
町
教
育
委
員
会
の
上
高

原
さ
ん
か
ら
話
を
聞
く
な
ど
し
て
故

郷
の
歴
史
を
学
び
ま
し
た
。
児
童
た

ち
の
作
品
は
３
月
11
日
（
金
）
ま
で

展
示
さ
れ
ま
す
。

　新年の恒例行事「どんどや」が町内の各地

域で行われ、地域の住民らが１年の無病息災

を願いました。

　緑町区のどんどやは１月16日（日）、中甲

橋グリーンパークの河川敷で行われ、消防団

員などが朝から孟宗竹を切りだしてやぐらを

準備。例年より規模を縮小したものの、５㍍

ほどの高さに組まれた竹に火が放たれると、

炎が勢いよく燃え上がりました。参加した地

域住民らは炎の熱気を浴びながら、コロナの

収束も一緒に願っていました。

本町が県や関係機関と災害対応訓練

出水期に向けて初動態勢や連携を確認

故郷の歴史と見どころを紹介

龍野小６年生が各地を取材し観光パンフに

燃え上がる炎に願いを　

町内各地で「どんどや」

▼災害対応訓練で被害対応について検討する町くらし安全推進室の職員ら

▲冬空に熱気を巻き上げる緑町区のどんどや

▼

龍
野
小
６
年
生
の
作
品
は
町
の
図
書
室
で
展
示
中
で
す

　

２
月
２
日
（
水
）
町
本
庁
舎
で
、

町
が
県
や
県
警
、
気
象
台
、
消
防

組
合
本
部
、
自
衛
隊
な
ど
の
関
係

機
関
と
連
携
し
た
豪
雨
災
害
対
応

訓
練
に
臨
み
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
熊
本
県
南
豪
雨
を
受

け
、
今
年
の
出
水
期
に
向
け
て
、

自
治
体
の
初
動
態
勢
の
立
ち
上
げ

や
県
、
消
防
な
ど
関
係
機
関
と
の

連
携
な
ど
を
確
認
す
る
た
め
に
昨

年
に
続
き
開
催
。

　

訓
練
で
は
、
本
町
一
帯
で
線
状

降
水
帯
が
発
生
し
、
熊
本
地
方
気

象
台
か
ら
午
後
１
時
ご
ろ
、
降
り

続
く
豪
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
警
戒

情
報
が
発
表
さ
れ
た
と
想
定
。
町

く
ら
し
安
全
推
進
室
の
職
員
ら
４

人
が
、
避
難
指
示
の

発
令
や
避
難
所
開
設
、

人
的
被
害
の
把
握
、

県
や
消
防
と
の
情
報

共
有
な
ど
に
当
た
り

ま
し
た
。

　

同
室
の
久
米
修
永

係
長
は
訓
練
を
振
り

返
っ
て
「
緊
張
感
を

持
っ
て
迅
速
な
対
応

が
で
き
た
と
思
う
。

町
民
の
命
を
守
る
た

め
に
、
職
員
同
士
の

情
報
共
有
を
徹
底
す

る
な
ど
改
善
す
べ
き

部
分
は
今
後
に
生
か

し
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。
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　１月25日（火）熊本甲佐総合運動公園で、一

村聖連選手（大津高校３年・仁田子区）がサッ

カースクール「Ｓｏｎ'ｓ（サンズ）甲佐」の後輩

たちに全国大会を闘い抜いた経験を伝えました。

　一村選手は、令和３年12月28日（火）〜１月

10日（月）に開催された第100回全国高校サッ

カー選手権大会に出場。準決勝では新型コロナウ

イルスの影響で関東第一高校（東京）が出場を辞

退したことで県勢初の決勝進出となりました。決

勝で青森山田高校（青森）に敗退を喫しましたが、

一村選手は大会４試合全てに先発出場し、２ゴー

ルを記録。同校の準優勝に大きく貢献しました。

　小学校３年から甲佐中サッカー部に入部するま

で同スクールに在籍した一村選手は、「甲佐には

天然芝と人工芝のサッカーコートが整っている。

毎日の練習が上達への近道なので、この恵まれた

環境でサッカーを楽しんで」と後輩たちにアドバ

イスを贈りました。「Ｓｏｎ'ｓ甲佐」について詳

しくは、I・YOU スポーツ & カルチャークラブ事

務局 Mail ayusupo.kosa@gmail.com まで。

　２月13日（日）田口の甲佐町グリーンセ

ンターで梅祭りが開催され、ほころび始めた

梅の植木を来場者が品定めしました。

　同センターでは、毎年10月から翌年５月

までの毎週日曜日に植木の競り市を開催。参

加者は競り人の掛け声に合わせて、出品され

た植木や花苗を競り落としました。競り市に

は会員登録すれば誰でも参加でき、登録料は

１シーズン２０００円（会員用帽子込み）。

再登録は１０００円。詳細は甲佐町グリーン

センター（ TEL ０９６- ２３４- ０４８５）まで。

駆け引きを楽しむ植木競り市

甲佐町グリーンセンター

▲梅の植木などを競り落とす参加者の皆さん

全国の経験を後輩たちへ伝える

一村選手（大津高校３年）が「Ｓｏｎ’ｓ甲佐」に練習参加

▲小学生を対象にしたサッカースクール「Ｓｏｎ ' ｓ甲佐」の練習に参
　加して子どもたちと一緒に汗を流すチームＯＢの一村選手（左）

　

２
月
７
日
（
月
）
町
長
室
で
、
熊

本
県
社
会
福
祉
功
労
者
表
彰
の
伝
達

式
が
行
わ
れ
、
奥
名
町
長
か
ら
龍
野

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
（
北
川
國
昭

会
長
）
に
表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
社
会
福
祉
の
向
上
に
著

し
い
功
績
の
あ
っ
た
団
体
な
ど
を
表

彰
す
る
こ
と
で
県
民
の
社
会
福
祉
へ

の
理
解
と
意
識
高
揚
を
図
る
た
め
に

県
が
実
施
す
る
も
の
。
同
団
体
は
平

成
15
年
の
発
足
以
来
、
独
居
老
人
等

の
見
守
り
を
兼
ね
た
月
一
回
の
手
作

り
弁
当
配
布
や
子
ど
も
た
ち
の
登
校

を
見
守
る
地
区
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
な

ど
を
継
続
的
に
実
施
。
地
域
の
福
祉

意
識
の
啓
発
へ
の
功
績
が
認
め
ら
れ

て
、
今
回
の
表
彰
と
な
り
ま
し
た
。

社会福祉活動への貢献をたたえて

龍野地区社協が県社会福祉功労者表彰を受賞

▼

表
彰
状
を
受
け
取
っ
た
龍
野
社
協
の
北
川
会
長
（
左
）
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Information

10

子
ど
も
医
療
費
助
成

町住民生活課　TEL096－234－1113（内線106）

■
子
ど
も
医
療
費
の
自
己
負
担
分
を

　

全
額
助
成
し
て
い
ま
す

　
町
で
は
、
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し

て
、
子
ど
も
の
医
療
費
の
助
成
を
行
っ

て
い
ま
す
。
子
ど
も
医
療
費
助
成
は
、

子
ど
も
の
養
育
者
に
対
し
て
、
そ
の
医

療
費
の
自
己
負
担
分
（
保
険
適
用
分
）

を
全
額
助
成
す
る
も
の
で
、
子
ど
も
の

健
全
な
育
成
と
子
育
て
世
帯
の
負
担
軽

減
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

　
町
で
は
、
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
拡

充
の
た
め
に
、
現
在
、
15
歳
ま
で
と
し

て
い
る
助
成
対
象
年
齢
を
令
和
４
年
４

月
以
降
の
診
療
分
か
ら
18
歳
ま
で
に
引

き
上
げ
ま
す
。

▼
令
和
４
年
度
以
降
の
対
象
者

　
本
町
に
住
所
を
有
す
る
０
歳
か
ら
満

18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月

31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
子
ど
も

▼
受
給
資
格
者

　
対
象
と
な
る
子
ど
も
を
養
育
し
、
か

つ
生
計
を
同
じ
く
す
る
人
（
保
護
者
）

▼
助
成
対
象
と
な
ら
な
い
も
の

・
保
険
診
療
外
の
医
療
費
（
健
康
保
険

　
の
適
用
範
囲
外
の
場
合
）

・
高
額
療
養
費
お
よ
び
家
族
療
養
附
加

　
金
、
学
校
災
害
共
済
給
付
金
に
該
当

　
す
る
場
合

・
公
費
負
担
金
の
場
合

■
医
療
費
の
助
成
を
受
け
る
に
は

　
子
ど
も
医
療
費
の
助
成
を
受
け
る
た

め
に
は
、
町
が
発
行
す
る
「
子
ど
も
医

療
費
受
給
者
証
」
が
必
要
で
す
。
町
住

民
生
活
課
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
平
成
18
年
４
月
２
日
以
降
に

生
れ
た
対
象
者
に
は
、
受
給
者
証
を
３

月
下
旬
か
ら
順
次
郵
送
し
ま
す
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

・
子
ど
も
の
名
前
が
記
載
さ
れ
て
い
る

　
被
保
険
者
証

・
印
か
ん

・
受
給
資
格
者
（
保
護
者
）
の
預
金
通
帳

▼
次
の
場
合
は
早
め
の
届
出
を

　
氏
名
、
住
所
、
加
入
し
て
い
る
健
康

保
険
や
振
込
み
口
座
な
ど
に
変
更
が
生

じ
た
と
き
や
受
給
資
格
を
失
っ
た
と
き

（
転
出
時
な
ど
）
、
ま
た
、
診
療
が
第
三

者
行
為
に
よ
る
と
き
は
、
速
や
か
に
町

住
民
生
活
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

町住民生活課　TEL096－234－11１３（ 内線１０４）

■�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付

申
請
手
続
き
を
サ
ポ
ー
ト

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
と
は
、

日
本
に
住
民
票
を
有
す
る
す
べ
て
の
方

（
外
国
人
も
含
む
）
が
持
つ
12
桁
の
番

号
で
、
社
会
保
障
や
税
な
ど
の
分
野
で

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
は
、
顔
写
真
が
掲
載
さ
れ
る
公

的
証
明
書
で
あ
り
、
本
人
確
認
の
際
の

身
分
証
明
書
と
し
て
も
活
用
で
き
ま
す
。

ま
た
、
健
康
保
険
証
と
し
て
の
利
用
も

始
ま
っ
て
お
り
、
町
内
の
医
療
機
関
で

も
活
用
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
１
月
31
日
現
在
の
本
町
で
の
普
及
率

は
約
40
％
（
県
全
体
で
は
約
41
％
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。
町
で
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
さ
ら
な
る
普
及
促
進
の

た
め
、
平
日
の
日
中
に
受
け
取
り
や
申

請
が
難
し
い
人
を
対
象
に
、
臨
時
の
休

日
・
夜
間
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

職
員
が
無
料
で
顔
写
真
を
撮
影
す
る
申

請
サ
ポ
ー
ト
も
行
い
ま
す
。

　
窓
口
の
混
雑
を
避
け
る
た
め
、
ご
利

用
の
場
合
は
事
前
予
約
を
お
願
い
し
ま

す
。

▼
３
月
の
臨
時
休
日
・
夜
間
窓
口

・
３
月
６
日
（
日
）
、
27
日
（
日
）
午

　
前
９
時
〜
午
後
１
時

・
３
月
31
日
（
木
）
午
後
５
時
15
分
〜

　
午
後
７
時
30
分

■
お
受
け
取
り
に
必
要
な
書
類

●
本
人
確
認
書
類

　
運
転
免
許
証
（
暗
証
番
号
も
含
む
）、

旅
券
、
身
体
障
害
者
手
帳
、
在
留
カ
ー

ド
な
ど
顔
写
真
付
き
の
物
い
ず
れ
か
１

つ
（
健
康
保
険
被
保
険
者
証
、
介
護
保

険
証
、
年
金
手
帳
、
年
金
証
書
、
学
生

証
、
医
療
受
給
者
証
な
ど
顔
写
真
な
し

の
場
合
は
、
い
ず
れ
か
２
つ
）

※
運
転
免
許
証
の
暗
証
番
号
が
分
か
ら

　
な
い
場
合
は
、
被
保
険
者
証
な
ど
も

　
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

●
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
・
電
子
証
明

　
書
発
行
通
知
書
兼
照
会
書
（
は
が
き
）

●
印
か
ん
（
シ
ャ
チ
ハ
タ
不
可
）

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
住
民
生
活
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

　
　（
内
線
１
０
４
）

マイナンバーカードが健康
保険証として利用できます

こ の ス テ ッ カ ー が 目 印 で す！

子 ど も 医 療 費 の 助 成 を
18歳 ま で 引 き 上 げ

詳 し く は 町 住 民 生 活 課 ま で お 尋 ね く だ さ い

Public Relations KOSA
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国
民
年
金

町住民生活課　TEL096－234－1113（内線105）

■�

国
民
年
金
保
険
料
の
産
前
産
後
期

間
の
免
除
制
度
に
つ
い
て

　
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
が
出
産

の
際
に
、
出
産
前
後
の
一
定
期
間
の
国

民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。

▼
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る

　

期
間

　
出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属
す

る
月
の
前
月
か
ら
４
カ
月
間
（
以
下

「
産
前
産
後
期
間
」
と
い
う
）
の
国
民

年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
産
前

産
後
期
間
と
認
め
ら
れ
た
場
合
は
、
年

金
額
を
計
算
す
る
際
に
保
険
料
を
納
め

た
期
間
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
出
産
予

定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属
す
る
月
の
３

カ
月
前
か
ら
６
カ
月
間
の
国
民
年
金
保

険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

※
出
産
と
は
、
妊
娠
85
日
（
４
カ
月
）

　
以
上
の
出
産
を
い
い
ま
す
（
死
産
、

　
流
産
、
早
産
さ
れ
た
人
を
含
み
ま
す
）。

※
平
成
31
年
４
月
分
か
ら
の
国
民
年
金

　
保
険
料
が
免
除
対
象
と
な
り
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
人

　
「
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
」
で
、

出
産
日
が
平
成
31
年
２
月
１
日
以
降
の

人▼
申
請
方
法

　
申
請
書
類
は
、
年
金
事
務
所
ま
た
は

町
住
民
生
活
課
窓
口
で
配
布
し
て
い
ま

す
。
免
除
を
希
望
す
る
人
は
必
要
事
項

を
記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
出

産
予
定
日
の
６
カ
月
前
か
ら
提
出
可
能

で
す
。

▼
申
請
に
必
要
な
書
類

●
出
産
前
に
申
請
す
る
場
合

　
母
子
健
康
手
帳
な
ど
出
産
予
定
日
お

よ
び
胎
児
数
が
確
認
で
き
る
も
の

●
出
産
後
に
申
請
す
る
場
合

　
町
で
出
産
日
な
ど
が
確
認
で
き
る
人

　
は
申
請
不
要
で
す
。（
被
保
険
者
と

　
子
が
別
世
帯
で
あ
る
場
合
を
除
く
）

●
死
産
な
ど
に
よ
り
申
請
す
る
場
合

　
死
胎
埋
火
葬
許
可
証
や
医
師
な
ど
が

　
作
成
し
た
死
産
証
明
書
な
ど
分
娩
日

　
お
よ
び
胎
児
数
が
確
認
で
き
る
も
の

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
東
年
金
事
務
所

　
TEL
０
９
６
‐
３
６
７
‐
８
１
４
４

国
民
健
康
保
険

町住民生活課　TEL096－234－1113（ 内線106）

■
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
資
格
に

　

異
動
が
あ
っ
た
と
き
は
届
け
出
を

　
世
帯
主
は
、
自
分
の
世
帯
員
に
国
民

健
康
保
険
の
資
格
異
動
（
転
入
、
転
出
、

社
会
保
険
へ
の
加
入
ま
た
は
脱
退
な

ど
）
が
あ
っ
た
場
合
、
14
日
以
内
に
必

ず
町
へ
届
け
出
を
し
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
保
険
給

付
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
職
場
の
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る

人
以
外
は
、
国
民
健
康
保
険
に
入
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
３
～
４
月
は
、
就
職

や
退
職
な
ど
で
異
動
が
多
い
時
期
で
す
。

忘
れ
ず
に
届
け
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

※
国
民
健
康
保
険
税
は
、
届
け
出
を
し

　
た
日
の
月
か
ら
で
は
な
く
、
国
民
健

　
康
保
険
に
加
入
し
た
日
（
転
入
日
や

　
社
会
保
険
の
資
格
喪
失
日
な
ど
）
の

　
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
必
要
が

　
あ
り
ま
す
。

■
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の

　

有
効
期
限
は
７
月
31
日
ま
で

　
現
在
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の

皆
さ
ん
が
お
持
ち
の
被
保
険
者
証
の
有

効
期
限
は
、
７
月
31
日
（
日
）
で
す

（
短
期
証
を
除
き
ま
す
）。

　
令
和
４
年
度
の
新
し
い
被
保
険
者
証

は
、
有
効
期
限
が
切
れ
る
前
に
世
帯
主

あ
て
に
簡
易
書
留
郵
便
で
送
付
し
ま
す
。

■
あ
ん
ま
・
は
り
・
き
ゅ
う
治
療
券

　

の
発
行
に
つ
い
て

　
町
で
は
、
国
民
健
康
保
険
加
入
世
帯

を
対
象
に
、
町
と
協
定
を
締
結
し
た
施

術
業
者
で
は
り
治
療
な
ど
を
受
け
る
場

合
、
１
回
の
治
療
に
対
し
て
１
０
０
０

円
の
補
助
が
受
け
ら
れ
る
治
療
券
を
発

行
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
の
「
あ
ん
ま
・
は
り
・

き
ゅ
う
治
療
券
」
の
使
用
期
限
は
、
３

月
31
日
（
木
）
で
す
。
令
和
４
年
度
の

治
療
券
は
４
月
１
日
（
金
）
か
ら
発
行

し
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
で

治
療
券
が
必
要
な
人
は
、
町
住
民
生
活

課
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

・
印
か
ん

国民健康保険の資格異動
は 届 け 出 が 必 要 で す

詳 し く は 町 住 民 生 活 課 ま で お 尋 ね く だ さ い

産 前 産 後 期 間 は 国 民
年 金 保 険 料 が 免 除 に

詳 し く は 町 住 民 生 活 課 ま で お 尋 ね く だ さ い

Public Relations KOSA
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Library
町生涯学習センター図書室からの３月のおすすめ図書

町生涯学習センター図書室のご利用について

■開館時間 午前９時〜午後５時　■休館日 毎週火曜日、年末年始　■貸出冊数・期間 １人５冊まで、15日間

●図書室の利用や、図書の検

　索・リクエストなどについ

　てのお問い合わせ先

　町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）

決して破られない石垣を造ろう

とする石工の匡介。しかし、そ

こに立ちふさがるのは、どんな

守りも打ち破るという彦九郎の

砲。大軍に囲まれ絶体絶命の大

津城を舞台に、信念をかけた職

人の対決が幕を開ける。「最強

の楯」と「至高の矛」の闘いを

描いた、究極の戦国小説。名も

なき職人の矜持と覚悟が心を揺

さぶる１冊です。

集英社

小説

第166回直木賞受賞作
今村 翔吾著 /『塞王の楯』

「アースアワー」地球を思って明かりを消そう
ナネット・ヘファーナン作 /『ちきゅうのための１じかん」

砂糖・小麦粉・卵・乳製品を使わないおやつ
寺田 聡美著 /『寺田本家発酵カフェの甘酒・酒粕・麹のやさしいおやつ」

甘酒ビスケット、酒粕クラッ

カー、麹あんこのきんつば、甘

酒きなこアイス、酒粕クリーム

チーズ風ディップ…。「カフェ

うふふ」で人気の、甘酒・酒

粕・麹を使った優しいおやつを

紹介しています。砂糖・小麦

粉・卵・乳製品を使わないおや

つですが、穏やかな甘みの発酵

食品で、味わい深く、免疫力

アップにも役立つレシピ集です。

家の光協会

教養娯楽

メジャーリーグで二刀流に挑戦

する大谷翔平を、現地で４年間

取材してきた記者が、世紀を超

える快挙や、自己ベストなどの

記録が誕生した2021年の42試

合を厳選して徹底検証。満票で

ＭＶＰを受賞するなど、各賞を

総なめにした大谷の考えや歩み

を踏まえながら、臨場感あふれ

る記事と写真で振り返る、見応

え満載の１冊です。

あさ出版

一般書

野球の歴史を動かした真の二刀流
斎藤 庸裕著 /『大谷翔平 偉業への軌跡」

電気は、地球が生み出す素晴ら

しい力。だから、毎年３月の春

分に近い土曜日の夜８時30分、

人々は心静かに明かりを消す…。

世界中の人々が地球を思って明

かりを消すイベント「アースア

ワー」。それは日付変更線に近

い南太平洋諸国から、地球をぐ

るりと一周する消灯リレー。こ

の取り組みを描いたすてきな絵

本です。

評論社

の 絵 本 は、 卒 業・ 入 学

シーズンのおすすめ絵本

として、私が利用者の皆さんに

幾度となく紹介したものです。

　一羽の小さな鳥の雛が生まれ、

色々な経験を経て飛び立つまで

の過程を題材にしています。シ

ンプルで豊かな言葉と可愛らし

く生き生きとした表情の絵が組

み合わされ、人生に大切なメッ

セージが紡がれていきます。

　私もこの

本 を、 小 学

校を卒業し

ていく６年

生の子ども

たちへエー

ルを送るよ

うな気持ち

で読み聞か

せをしました。私自身も、ふと

思い出しては何度も読み返して

いるのですが、その都度心に留

まるページが違います。元気や

勇気をもらったり、温かく励ま

されたり、時には癒されたり…。

　子どもだけでなく、若い皆さ

ん、子育て世代の皆さん、そし

てご高齢の方など、多くの皆さ

んにゆっくりと時間をかけて味

わっていただきたいです。あな

たにとって、その時一番大切な、

あるいは一番必要なメッセージ

が本から届くような気がします。

たくさんの方に読んでいただき

たい１冊です

児童書

こ R
e
a
d
 T

his S
tory

!

〜 My Favorite Story 〜

私のおすすめ図書
 『小鳥の贈りもの』（ピルッコ・ヴァイニーオ 著）

村上 律子さん

〔町図書室職員〕

今月の案内人

小鳥が飛ぶ練習を始めます。失敗して
も、木によじ登り、挑戦！ くたびれ
てひと休みする姿もかわいい、チャレ
ンジする人を励ます絵本。

●あなたの「おすすめ図書」を

　ご紹介してみませんか？

　町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）

Library Information

図書室からのお知らせ

■本の貸出について

　図書室では、新刊本や話

題の本など、新しい本を入

荷しています。

　本のリクエストについて

も、図書室カウンターにて

受け付けています。皆さん

の読みたい本や気になる本

などありましたら、お知ら

せください。

　また、お探しの本などが

ありましたら、お気軽にカ

ウンターにご相談ください。
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■ イ ン タ ー ネ ッ ト に よ る
　 人 権 侵 害 を な く そ う

●

ネットトラブルに巻き込まれないために

　テレワーク、オンライン授業など、
コロナ禍でインターネットがより力
を発揮しています。便利になる一方
で、いじめや悪口、無責任なうわさ、
差別的な書き込みなど、人権侵害に
つながるインターネットを悪用した
行為が増えています。
　どんなにインターネットの特徴を
理解し、情報を見極めたり、ルール
やマナーを守って利用したりしてい
ても、もしかしたらネットトラブル

に巻きこまれることがあるかもしれ
ません。

●

トラブルに巻き込まれてしまったら

①やり返さない
　まず感情的にならない。何かやら
れた、嫌なことを書かれたというこ
とがあっても、やり返さない。やり
返すと、さらに大きなトラブルに発
展することが予想されます。
②冷静に対処
　被害にあった場合、人から見られ
たくないから消したいと思っても、
被害にあった証拠をしっかり残す。

（画面のスクリーンショットや印刷

などをしておく）
③相談する
　信頼できる周りの人に相談する。
また、相談ダイヤル等を利用する。
自分の書き込みを後悔した時は、す
でに誰かを傷つけているかもしれま
せん。同調した人も傷つけたのと同
じです。

　熊本県人権情報誌 コッコロ通信 
　　　　　　　　　　vol.48より作成

Public Hall
町公民館からのお知らせ

Human Rights
人権 〜心豊かに暮らすために〜

●公民館講座や町民大学などに関する

　お申し込み・お問い合わせ先

　町教育委員会公民館事務局

　TEL096-234-2447（内線321）

　
12
月
23
日
（
木
）
上
豊
内
公

民
館
で
出
前
講
座
が
開
催
さ
れ
、

谷
田
病
院
の
理
学
療
法
士
で
あ

る
長
尾
俊
宏
さ
ん
（
宇
城
市
）

を
講
師
に
迎
え
、
上
豊
内
老
人

会
の
11
人
が
腰
痛
や
膝
痛
の
原

因
と
予
防
方
法
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
腰
椎
椎
間
板
ヘ

ル
ニ
ア
な
ど
の
症
状
や
原
因
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
な
が
ら
、

３
日
以
上
の
安
静
は
逆
効
果
で

あ
る
こ
と
、
変
形
性
膝
関
節
症

な
ど
と
同
様
に
、
正
し
い
運
動

を
通
し
て
痛
み
が
軽
減
で
き
る

こ
と
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　
長
尾
さ
ん
は
「
正
し
い
方
法

で
継
続
し
て
運
動
を
続
け
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
た
だ
し
、
無

理
は
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
」
と
日
々
の
生
活
が
大
切
だ

と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　
１
月
25
日
（
火
）「
元
気
ク

ラ
ブ
」
（
白
旗
小
放
課
後
児
童

健
全
育
成
ク
ラ
ブ
）
の
子
ど
も

た
ち
６
人
が
新
聞
紙
を
使
っ
た

エ
コ
バ
ッ
ク
作
り
に
挑
戦
し
ま

し
た
。

　
講
師
を
務
め
た
町
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課
の
森
田
光
樹
子

さ
ん
は
、
参
加
し
た
子
ど
も
た

ち
に
手
本
を
見
せ
な
が
ら
丁
寧

に
手
ほ
ど
き
。
子
ど
も
た
ち
は
、

新
聞
紙
の
写
真
や
模
様
を
う
ま

く
活
用
し
な
が
ら
紙
面
を
の
り

付
け
し
て
、
思
い
思
い
の
大
き

さ
や
形
の
バ
ッ
ク
を
手
作
り
し

ま
し
た
。

　
森
田
さ
ん
は
「
ど
の
子
も
手

先
が
器
用
で
驚
き
ま
し
た
。
自

分
だ
け
の
バ
ッ
ク
を
家
庭
で
も

使
っ
て
も
ら
い
、
物
を
大
事
に

す
る
心
を
育
ん
で
ほ
し
い
で

す
」
と
子
ど
も
た
ち
の
が
ん
ば

り
を
た
た
え
ま
し
た
。

腰
痛
・
膝
痛
を
学
ぶ

町
公
民
館
出
前
講
座

エ
コ
バ
ッ
ク
作
り

町
公
民
館
主
催
講
座

▲自身が手掛けたエコバックを誇

らしく持つ子どもたち

●人権に関するお問い合わせ先

　町教育委員会社会教育課

　TEL096-234-2447（内線324）

▲

甲佐町公民館からのお知らせ

令和４年度甲佐町公民館
出 前 講 座 の ご 案 内

　甲佐町公民館では、町内各地の

自治公民館に講師を派遣して実施

する出前講座に取り組んでいます。

　高齢者向けだけでなく、子ども

会などで利用できる親子向けの講

座も取りそろえています。ぜひご

活用ください。

●内容

・介護に関する講座

・認知症などの健康に関する講座

・自主防災に関する講座

・演奏などのレクリエーションに

　関する講座

・スイーツ作りなどの料理講座

・ＳＮＳの正しい利用法について

　学ぶ講座

▲長尾さんの説明に耳を傾ける

参加者の皆さん
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❖
フ
レ
イ
ル
と
は

　
フ
レ
イ
ル
（F

ra
ilty

（
虚
弱
）
）
と

は
、
日
本
老
年
医
学
会
が
２
０
１
４
年

に
提
唱
し
た
概
念
で
、
健
康
な
状
態
と

要
介
護
状
態
の
中
間
に
位
置
し
、
身
体

的
機
能
や
認
知
機
能
の
低
下
が
見
ら
れ

る
状
態
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。
筋
肉
量

の
減
少
や
食
欲
低
下
に
よ
る
低
栄
養
状

態
が
原
因
で
す
。
そ
の
兆
候
と
し
て

「
歩
行
速
度
の
低
下
」
「
疲
れ
や
す
い
」

「
活
動
性
の
低
下
」
「
筋
力
の
低
下
」

「
体
重
減
少
」
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
フ
レ
イ
ル
状
態
の
中
で
も
、
筋
肉
量

が
減
少
し
、
歩
行
速
度
が
低
下
し
て
い

る
よ
う
な
状
態
を
「
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
」

と
い
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
特
に
筋
肉
量

に
注
目
し
た
概
念
で
す
。

　
高
齢
者
の
健
康
寿
命
を
延
ば
す
ポ
イ

ン
ト
は
、
フ
レ
イ
ル
状
態
に
陥
ら
な
い

こ
と
で
す
。
フ
レ
イ
ル
の
特
徴
と
そ
の

原
因
を
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

❖
甲
佐
町
の
後
期
高
齢
者
に
つ
い
て

　
平
成
30
年
度
の
本
町
の
後
期
高
齢
者

の
総
医
療
費
は
約
24
億
円
で
、
被
保
険

者
一
人
当
た
り
の
医
療
費
は
１
０
８
万

円
を
超
え
て
お
り
、
県
内
10
位
と
高
い

水
準
に
あ
り
ま
す
。
医
療
費
の
う
ち

入
院
と
な
っ
て
い
る
人
に
多
い
疾
患

は
、
フ
レ
イ
ル
と
も
関
連
が
考
え
ら
れ

る
「
骨
折
」
が
循
環
器
疾
患
に
つ
い
で

多
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
要
介
護
認
定
者
の
う
ち
、
治

療
を
受
け
ら
れ
て
い
る
疾
病
は
、「
心

臓
病
」
に
つ
い
で
「
筋
・
骨
格
疾
患

（
骨
折
や
変
形
性
膝
関
節
症
な
ど
）」
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、

筋
力
低
下
や
バ
ラ
ン
ス
機
能
の
低
下
が

要
介
護
状
態
と
な
る
要
因
の
１
つ
と
言

え
ま
す
。  

❖
後
期
高
齢
者
健
診
の
結
果
説
明
会

　

で
体
力
測
定
を
実
施

　
筋
力
低
下
や
バ
ラ
ン
ス
機
能
の
低
下

を
早
期
に
発
見
し
、
速
や
か
に
介
護
予

防
に
つ
な
げ
る
た
め
、
今
年
度
の
後
期

高
齢
者
健
診
を
受
け
ら
れ
た
人
を
対
象

に
、
体
力
測
定
を
行
い
ま
し
た
。

　
体
力
測
定
は
「
握
力
測
定
」
と
「
開

眼
片
足
立
ち
（
目
を
開
け
た
状
態
で
片

足
立
ち
を
し
て
立
っ
て
い
ら
れ
た
時
間

を
計
測
）」
を
実
施
。「
握
力
」
は
、
全

身
の
筋
力
状
態
を
評
価
で
き
る
と
さ
れ
、

女
性
で
あ
れ
ば
17
㌔
未
満
、
男
性
は
27

㌔
未
満
の
場
合
、
全
身
の
筋
力
低
下
に

よ
る
転
倒
の
危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
開
眼
片
足
立
ち
」
は
バ
ラ

ン
ス
能
力
が
評
価
さ
れ
、
女
性
・
男
性

と
も
に
15
秒
未
満
の
場
合
、
バ
ラ
ン
ス

能
力
の
低
下
が
示
唆
さ
れ
ま
す
。
日
常

生
活
の
動
作
で
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
、
転

倒
す
る
恐
れ
が
高
い
状
態
で
す
の
で
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

❖
後
期
高
齢
者
健
診
を
毎
年
受
診
し

　

身
体
の
状
態
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

　
フ
レ
イ
ル
状
態
を
予
防
す
る
に
は
、

持
病
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
必
要
で
す
。

糖
尿
病
や
高
血
圧
、
腎
臓
病
、
心
臓
病
、

呼
吸
器
疾
患
、
整
形
外
科
的
な
疾
患
な

ど
の
慢
性
疾
患
が
あ
る
場
合
に
は
、
ま

ず
そ
の
症
状
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ

と
が
大
事
で
す
。

　
ま
た
、
低
栄
養
状
態
で
の
運
動
は
思

わ
ぬ
転
倒
の
原
因
と
な
り
、
低
栄
養
状

態
を
助
長
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

低
栄
養
状
態
か
ど
う
か
は
、
血
液
検
査

で
わ
か
り
ま
す
。
身
体
の
状
態
を
確
認

す
る
た
め
に
も
毎
年
の
健
康
診
査
を
お

す
す
め
し
ま
す
。

❖
健
康
相
談
が
受
け
れ
ま
す

　
後
期
高
齢
者
健
診
や
体
力
測
定
を
受

け
た
人
の
う
ち
、
フ
レ
イ
ル
の
可
能
性

が
高
い
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
理
学

療
法
士
や
栄
養
士
が
訪
問
相
談
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
専
門
家
が
あ
な
た
に

合
っ
た
フ
レ
イ
ル
の
予
防
方
法
を
考
え

ま
す
。
ご
家
庭
で
で
き
る
運
動
メ

ニ
ュ
ー
づ
く
り
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
う
ま
く
活
用

し
な
が
ら
、
い
つ
ま
で
も
元
気
に
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。

Health
健康に関するお知らせ

健
康
だ
よ
り

フレイル の話

このコーナーでは、町職員である

保健師、管理栄養士、社会福祉士

などが、健康や福祉、介護などに

関する情報をリレー形式でご紹介

します。

今月の紹介者は

最近、「靴下を片足立ちして履く

とふらつく」とか、「お菓子の袋

が手で開けれなくなった」といっ

た人は、日常生活で必要な筋力や

バランス機能が低下している恐れ

があります。毎日の適度な運動で

フレイルを予防しましょう。

木村　真澄 保健師

フ

レ

イ

ル

を

予

防

し

て

健

康

寿

命

を

延

ば

そ

う
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Smile
わが家の“ 笑顔 ”をご紹介します

Child-Care
３月の子育て支援カレンダー

●健康や福祉、介護、健康診断などに

　関するご相談・お問い合わせ先

・町健康推進課

　（町総合保健福祉センター内）

　TEL096-235-8711

・町福祉課

　TEL096-234-1114

・町住民生活課

　TEL096-234-1113

●行事などに関する詳しい内容は、各園に直接お問い合わせください。

甲佐町子育て支援センター
　（竜野保育園内）� TEL096-234-0305

２日（水） 園内散歩（おひなさま）

４日（金） ブロック遊び

７日（月） 指絵の具遊び

９日（水） 園庭遊び

11日（金） 大きくなったかなぁ（身体測定）

14日（月） 風船で遊ぼう

16日（水） おやつ作り（バナナケーキ）

18日（金） 手形・足形

23日（水） ままごと遊び

25日（金） 絵合わせ遊び

28日（月） フォトフレーム作り（閉所日）

 育児相談（電話・面接）

 月〜金曜日　午前９時30分〜午後４時

 体験保育

 月・水・金曜日　午前９時30分〜正午

甲佐保育園� TEL096-234-0186

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

若草保育園� TEL096-234-0013

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

竜野保育園� TEL096-234-0519

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

乙女保育園� TEL096-234-3947

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

緑川保育所� TEL096-234-0789

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

★お子さんの成長の記念として、

“笑顔”の写真を『広報こう

さ』紙面に飾ってみません

か？写真掲載のお申し込みは、

町総合保健福祉センターまで。

●お子さんの“笑顔”の写真掲載に

　関するお申し込み・お問い合わせ先

　町健康推進課

　（町総合保健福祉センター内）

　TEL096-235-8711

　

佐野 海
か い と

翔 くん（11カ月）

父・喬 さん　母・尚美 さん

　（岩下一区）

 お兄ちゃん、お姉ちゃん、

　これからもたくさん可愛がってね☆

３・４月の保健活動

　●会場　町総合保健福祉センター

　 ４か月児健診

　　３月17日（木）　午前９時

　　４月21日（木）　午前９時

　 ７か月児健診

　　３月17日（木）　午前９時45分

　　４月21日（木）　午前10時

　 ピカピカ１歳教室

　　４月８日（金）　午前９時20分

　 １歳６か月児健診

　　３月８日（火）　午後０時50分

　　４月12日（火）　午後１時

　 すくすく２歳児子育て相談

　　４月22日（金）　午前９時20分

　 ３歳児健診

　　３月８日（火）　午後１時15分

　　４月12日（火）　午後１時20分
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　甲佐町フィットネスセンターは、

今年の４月３日で開設５周年を迎え

ます。これも普段から、利用いただ

いている皆さんのおかげです。本当

にありがとうございます。

　 甲 佐 町

フィットネ

スセンター

の 魅 力 は、

運動指導士・

看 護 師 と

いった有資

格 者 の サ

ポートが受

けられることです。マシン指導に加

えて、皆さん一人一人にあった運動

のアドバイスやプログラム作成も

行っていますので、ご自身のペース

で運動に取り組むことができます。

ご希望の方には、カウンセリングも

行っています。運動に合わせて食生

活などの相談も可能です！

　また、追加料金なしで、エアロビ

クスやストレッチ教室への参加がで

きますので、心身のリフレッシュに

いかがでしょうか。是非一度見学に

おいでください。スタッフ一同、お

待ちしております。

池山 昌吾さん

〔健康運動指導士〕

今月の講師

●お問い合わせ先

　甲佐町フィットネスセンター

　（町総合保健福祉センター内）

　TEL096-235-8712

Fitness
甲佐町フィットネスセンター

▲追加料金なしで利用できるプログラム

が多数あります。詳しくはお尋ねを！

ストレッチ教室

Town Development
こうさのまちづくり（甲佐町まちづくり協議会）

●お問い合わせ先

・移住ＰＲ動画に関すること

　県上益城地域振興局

　TEL096-282-3044

・移住定住政策に関すること

　町地域振興課

　TEL096-234-1154

■
上
益
城
地
域
の
魅
力
を
発
信

　

１
月
24
日
（
木
）
上
益
城
の

魅
力
を
伝
え
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
動
画
「
か
み
ま
し
き
移
住
日

記
。
」
が
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
動
画
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

地
方
へ
の
移
住
に
関
心
が
高
ま

る
中
、
県
が
上
益
城
地
域
へ
の

移
住
を
促
進
し
よ
う
と
５
町
の

担
当
者
ら
と
協
力
し
て
制
作
し

た
も
の
。
就
農
、
子
育
て
、
Ｕ

Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

先
輩
移
住
者
の
暮
ら
し
ぶ
り
や

地
域
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
ま

す
。

　
本
町
か
ら
は
、
鹿
児
島
県
か

ら
移
住
し
た
峯
元
翔
大
さ
ん

（
仁
田
子
区
）
ら
２
人
が
出
演
。

彼
ら
が
語
る
甲
佐
の
魅
力
を
ぜ

ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
移
住
者
支
援
の
充
実
で

　

選
ば
れ
る
ま
ち
に

　
町
で
は
、
40
歳
未
満
の
夫
婦

な
ど
が
新
た
に
土
地
を
取
得
し
、

住
宅
を
新
築
し
た
場
合
、
５
年

間
で
最
大
１
０
０
万
円
を
支
援

す
る
定
住
促
進
助

成
金
制
度
を
設
け

て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
約
２
０
０
世

帯
が
こ
の
制
度
を

利
用
し
て
甲
佐
で

の

暮

ら

し

を

ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
空
き
家

バ
ン
ク
や
空
き
家

改
修
補
助
制
度
の

運
用
を
通
し
て
、

移
住
定
住
の
促
進

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
移
住
支
援
制
度

の
詳
細
は
、
町
地

域
振
興
課
ま
で
。

▲県上益城地域振興局が郡内５町の移住担当者と連携して作成し

た移住定住応援サイト。先輩移住者が地域の魅力を語ります。

県
が
上
益
城
５
町
と
連
携
し
て

移
住
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
を
制
作移住者に選ばれる甲佐町に

町地域振興課

小山 知子審議員

上益城には、有機農業

が盛んな地域や利便性

が高い地域など、個性

豊かな５町がそろって

います。それぞれ町の

強みを持ち寄って多く

の移住者に訴求するこ

とで、上益城地域や甲

佐町への移住定住につ

なげていきます。

お か げ さ ま で ５ 周 年！ こ の 春、
フィットネスセンターで運動を始めましょう！

▲

詳
し
く
は
こ
ち
ら

　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
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日 月 火 水 木 金 土

２/27

 【日曜当番医】

 谷田病院

 

２/28

 納期限
 口座振替日
 夜間窓口

 （町税務課）

 マイナンバーカード
 予約者優先夜間窓口

 （町住民生活課）

１

 

 

２ ３

 消費生活相談

 （老人いこいの家）

４ ５

 卒業式

 （甲佐中学校）

６

 【日曜当番医】

 小屋迫医院

 マイナンバーカード
 予約者優先休日窓口

 （町住民生活課）

７

 法律・人権・行政相談

 （町民センター）

８

 １歳６か月児健診
 ３歳児健診

 （町総合保健福祉センター）

９ 10

 消費生活相談

 （老人いこいの家）

11

 

12

13

 【中止】緑川スポーツフェスタ

 【日曜当番医】

 荒瀬病院

14

 

15 16

 認知症についての
 相談会と家族のつどい

 （町福祉課）

17

 ４か月児健診
 ７か月児健診

 （町総合保健福祉センター）

 消費生活相談

 （老人いこいの家）

18 19

20

 【日曜当番医】

 谷田病院

21 22 23

 卒業式

 （町内小学校）

24

 消費生活相談

 （老人いこいの家）

25 26

27

 【日曜当番医】

 甲佐眼科クリニック

 マイナンバーカード
 予約者優先休日窓口

 （町住民生活課）

28

 口座振替日

 （町税務課）

29 30 31

 消費生活相談

 （老人いこいの家）

 納期限
 夜間窓口

 （町税務課）

 マイナンバーカード
 予約者優先夜間窓口

 （町住民生活課）

4/1 4/2

※やむを得ず中止・延期になる場合があります。詳細については、町公式ウェブサイトや防災行政無線などを
　ご確認ください。

Events Calender
甲佐町イベントカレンダー【３月】
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３
March 2022

今月のお知らせ

お問い合わせ先一覧

Monthly Information

●町役場

　 TEL 096-234-1111（代表）

●町教育委員会

 （町生涯学習センター）

　 TEL 096-234-2447（代表）

●町総合保健福祉センター

　 TEL 096-235-8711

●町水道管理センター

　 TEL 096-234-0755

●町民センター

　 TEL 096-234-2459

●町学校給食センター

　 TEL 096-234-0255

●町老人憩いの家

 （㈳甲佐町社会福祉協議会）

　 TEL 096-234-0423

●御船町甲佐町衛生施設組合

 （クリーンセンター）

　 TEL 096-282-0688

●上益城消防署

　 TEL 096-282-1955

●御船警察署

　 TEL 096-282-1110

●上益城広域連合

　 TEL 096-237-2891

●県上益城地域振興局

　 TEL 096-282-2111（代表）

●県御船保健所

　 TEL 096-282-0016

●県庁

　 TEL 096-383-1111（代表）

ｉ

お
知
ら
せ

児

童

手

当

の

申

請

は

忘

れ

ず

に

！

　
町
で
は
、
児
童
手
当
を
中
学
校

卒
業
（
15
歳
の
誕
生
日
後
の
最
初

の
３
月
31
日
）
ま
で
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
人
に
支
給
し
て
い
ま

す
。

　
児
童
手
当
は
原
則
と
し
て
、
申

請
し
た
月
の
翌
月
か
ら
の
支
給
と

な
り
ま
す
。
出
生
日
や
転
入
し
た

日
（
異
動
日
）
が
月
末
に
近
い
場

合
、
申
請
日
が
翌
月
に
な
っ
た
と

し
て
も
、
異
動
日
の
次
の
日
か
ら

数
え
て
15
日
以
内
で
あ
れ
ば
、
申

請
を
し
た
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま

す
。

　
申
請
が
遅
れ
る
と
、
原
則
と
し

て
遅
れ
た
月
分
の
手
当
を
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

▼
支
給
月
額

・
０
〜
３
歳
未
満

　
１
万
５
０
０
０
円

・
３
歳
〜
小
学
校
終
了
前
の
第
１

　
子
お
よ
び
第
２
子

　
１
万
円

・
３
歳
〜
小
学
校
終
了
前
の
第
３

　
子
以
降

　
１
万
５
０
０
０
円

・
中
学
生

　
１
万
円

※
第
１
子
の
数
え
方
は
、
18
歳
に

　
な
っ
た
最
初
の
３
月
31
日
ま
で

　
の
子
を
基
に
算
定
し
ま
す
。

※
児
童
手
当
の
受
給
者
の
所
得
が

　
限
度
額
以
上
の
場
合
は
、
支
給

　
対
象
児
童
１
人
に
つ
き
、
月
額

　
５
０
０
０
円
を
支
給
し
ま
す
。

▼
支
給
時
期

　
原
則
と
し
て
、
毎
年
６
月
、
10

月
、
２
月
に
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分

ま
で
の
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

・
受
給
者
お
よ
び
対
象
児
童
の
健

　
康
保
険
証

・
受
給
者
名
義
の
預
金
通
帳

・
受
給
者
お
よ
び
配
偶
者
の
マ
イ

　
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
マ
イ

　
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド

・
窓
口
来
庁
者
の
本
人
確
認
書
類

　（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
運

　
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な

　
ど
）

▼
申
請
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
住
民
生
活
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

　
　（
内
線
１
０
６
）

災
害
復
興
住
宅
融
資
の

申
込
期
限
は
５
月
31
日
で
す

　
平
成
28
年
熊
本
地
震
で
被
災
し

た
住
宅
を
復
旧
す
る
た
め
の
「
災

害
復
興
住
宅
融
資
（
建
設
資
金
、

購
入
資
金
、
補
修
資
金
）」
の
借

入
申
込
の
受
付
期
間
は
５
月
31
日

（
火
）
ま
で
で
す
。
お
申
し
込
み

を
ご
検
討
の
場
合
は
、
お
早
め
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
期
限

　
５
月
31
日
（
火
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
住
宅
金
融
支
援
機
構
お
客
さ

　
ま
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
通
話

　
無
料
）

　
TEL
０
１
２
０
‐
０
８
６
‐
３
５
３

　（
受
付
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

　
※
土
曜
・
日
曜
も
受
付
ま
す

飼

い

犬

に

は

狂
犬
病
予
防
注
射
を

　
犬
を
飼
っ
て
い
る
人
は
、
毎
年

１
回
、
飼
い
犬
に
狂
犬
病
予
防
注

射
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
が
法
律
で

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
町
が

実
施
す
る
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射

や
動
物
病
院
の
予
防
接
種
を
活
用

し
て
く
だ
さ
い
。
町
で
は
、
狂
犬

病
の
予
防
集
団
注
射
を
毎
年
５
〜

６
月
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
日
程

な
ど
の
詳
細
は
改
め
て
ご
連
絡
し

ま
す
。

　
ま
た
、
飼
い
犬
の
死
亡
や
飼
い

主
変
更
の
際
は
、
町
へ
の
届
出
が

必
要
で
す
。
忘
れ
ず
に
届
け
ま

し
ょ
う
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
御
船
保
健
所

　
TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
０
０
１
６

　
町
環
境
衛
生
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
６
９

日 曜 当 番 医
月　日 当番医 電話番号

３月６日 小 屋 迫 医 院 096-234-0165

３月13日 荒 瀬 病 院 096-234-1161

３月20日 谷 田 病 院 096-234-1248

３月27日 甲佐眼科クリニック 096-235-5600

doctor

町税などの滞納処分（１月分）

種　別 件数・金額など

捜 索 ０件

差 し 押 さ え 件 数 ３件

公 売 回 数 １回

公 売 件 数 ５件

滞 納 処 分 関 連 収 入 1,812,116円

tax

町からのお知らせについて

は、詳しくは町公式ウェブ

サイトをご覧ください。

URL https://www.town.kosa.

　　lg.jp/
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ｒ

募
集

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を

募

集

中

で

す

　
町
で
は
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
制
度
を
活
用
し
て
、
本
町
の
地

方
創
生
を
応
援
し
て
い
た
だ
け
る

企
業
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
国

が
認
定
し
た
地
方
公
共
団
体
の
地

方
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
て

企
業
が
寄
附
を
行
っ
た
場
合
に
、

税
制
上
の
優
遇
措
置
が
受
け
ら
れ

る
制
度
で
す
。
最
大
で
寄
附
額
の

約
９
割
の
税
額
が
軽
減
さ
れ
ま

す
。

▼
対
象
事
業

　
甲
佐
町
が
行
う
地
域
再
生
計
画

（
甲
佐
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
推
進
計
画
）
に
位
置
付
け
ら

れ
た
地
方
創
生
の
取
組
み
が
広
く

対
象
と
な
り
ま
す
。

　
事
業
や
寄
附
手
続
き
な
ど
の
詳

細
は
、
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
留
意
事
項

・
１
回
当
た
り
10
万
円
以
上
の
寄

　
附
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

・
寄
附
を
行
う
こ
と
の
代
償
と
し

　
て
、
経
済
的
な
利
益
を
受
け
る

　
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
甲
佐
町
に
本
社
が
所
在
す
る
企

　
業
の
寄
附
は
、
本
制
度
の
対
象

　
と
な
り
ま
せ
ん
。

・
本
制
度
の
対
象
期
間
は
、
令
和

　
６
年
度
（
２
０
２
４
年
度
）
ま

　
で
で
す
。

▼
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
企
画
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
５

　
　
（
内
線
２
５
１
）

熊
本
で
就
職
す
る
あ
な
た
の

奨
学
金
返
還
を
サ
ポ
ー
ト

　
県
で
は
、
県
内
企
業
な
ど
と
協

力
し
て
、
県
内
に
就
職
す
る
若
者

の
奨
学
金
返
還
（
最
大
４
５
６
万

円
）
や
引
っ
越
し
代
な
ど
の
赴
任

費
用
等
（
最
大
50
万
円
）
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
令
和
４
〜
５
年
度
就
職

者
を
対
象
に
、
制
度
の
利
用
を
希

望
す
る
若
者
（
登
録
者
）
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
支
援
を
受
け
る
に

は
、
就
職
内
定
前
ま
で
に
制
度
へ

の
登
録
が
必
要
で
す
。

　
制
度
の
登
録
要
件
や
支
援
内
容

な
ど
の
詳
細
は
、
専
用
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
「
く
ま
活
サ
ポ
ー
ト
」
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
県
企
画
課

　
TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
０
１
８

Monthly Information

事件・ 事 故 件 数

種　別
発生件数

１月 年累計

人身事故 ０ ０

物損事故 ８ ８

盗難など ０ ０

１月31日現在

traffic safety

出 動 火 災 件 数

種　別 発生件数 前年比較

家 屋 ２ （１）

原 野 ８ （７）

そ の 他 10 （３）

合計件数 20 （11）

２月15日現在（カッコ内は前年比較）

fire prevention

甲佐町の養蚕は当初は春蚕 ( は

るご）のみの飼育でしたが、明治

二十八年に秋蚕が始まったとの記

述が残っています。また、大正年

間に晩秋蚕が加わり、昭和には晩

晩秋蚕も加わりました。

蚕の成長過程には 5 段階があ

り、その過程に名前がつけられ、

期間もある程度決まっていまし

た。１・２齢期 ( れいき ) がそれ

ぞれ 3 〜 4 日間あり、この間は

地域の責任者が管理し、３齢期に

各地区の養蚕農家に渡されていた

ということです。その間は１カ月

くらいでしょうか。

このように年４回程繰り返し

行われていたようです。養蚕組合

はただ蚕を育て出荷するのではな

く、毎年２月から３月にかけて年

間計画が話し合われ、４月８日の

馬頭観音の日には、甲佐地区の各

集落から約 40 名の代表者と養蚕

組合長が出席する神事が甲佐神社

で執り行われるなど、生産者同士

の結びつきが強かったようです。

しかし、昭和 40 年代に入り養

蚕に陰りが見えるようになるのと

前後して、人工飼料育に変わって

いきました。そして生活スタイル

の変化により、養蚕農家も衰退の

波に飲まれていきます。甲佐の養

蚕農家が活況を呈していた時代が

あったことを、「甲佐町民俗資料

館」( 宮内地区社会教育センター

内 ) の道具たちは示しています。

甲佐町の文化財探訪　〜第 102 回〜

古きを訪ねて甲佐町を知る

■お問い合わせ先　町教育委員会社会教育課　

　 TEL 096-234-2447（内線 322）　

「甲佐町の養蚕（ようさん）について３」石坂 妙 町文化財保護委員（吉田区）

environmental preservation

クリーンセンターへのごみ搬入量（１月分）

種　別 搬入量 前月比較 前年比較

可 燃 ご み 202,340 ▲9,120 9,860

資 源 ご み 18,830 ▲5,950 ▲2,160

粗 大 ご み 3,270 ▲3,000 ▲1,840

合 計 224,440 ▲18,070 5,860

※単位・㌔ 

▶
甲
佐
町
民
俗
資
料
館
に
展
示
さ

　
れ
て
い
る
生
糸
の
糸
巻
器
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こうさの話題

▼

仕
切
り
板
な
ど
の
感
染
症
対
策
を
行
い
な
が
ら

　

申
告
相
談
を
受
け
る
松
岡
主
事
（
右
）

Monthly Information

ｒ

募
集

「
ふ
る
さ
と
の
川
を
き
れ
い
に

し

た

い

」

を

応

援

　
県
が
管
理
す
る
河
川
に
お
い
て
、

美
化
活
動
に
取
り
組
む
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
な
ど
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
き
れ
い
な
川
を
保
つ
た
め

に
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
ご
希
望
に
応
じ
て
、
軍
手
や
ご

み
袋
な
ど
の
支
給
、
傷
害
保
険
の

加
入
、
ご
み
の
運
搬
・
処
分
な
ど

の
支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
詳
し

く
は
、
「
く
ま
も
と
　
マ
イ
・
リ

バ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
」
で
検
索
！

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
県
上
益
城
地
域
振
興

　
TEL
０
９
６
７
‐
７
２
‐
１
１
０
２

令

和

４

年

度

各
種
自
衛
官
を
募
集

　
自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部
で

は
、
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
、
医

科
・
歯
科
幹
部
自
衛
官
、
一
般
曹

候
補
生
、
自
衛
官
候
補
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
項
目
お
よ
び
資
格

●
幹
部
候
補
生

・
大
卒
程
度

　
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者
（
20

歳
以
上
22
歳
未
満
の
者
は
大
卒

（
見
込
含
）
、
修
士
課
程
修
了
者
等

（
見
込
含
）
は
28
歳
未
満
の
者
）

・
院
卒
者

　
20
歳
以
上
28
歳
未
満
の
者
（
修

士
課
程
修
了
者
等
（
見
込
含
））

・
歯
科
・
薬
剤
科

　
専
門
の
大
卒
（
見
込
含
）
20
歳

以
上
30
歳
未
満
の
者
（
薬
剤
科
は

20
歳
以
上
28
歳
未
満
の
者
）

●
医
科
・
歯
科
幹
部

　
医
師
・
歯
科
医
師
の
免
許
取
得

者●
一
般
曹
候
補
生

　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者 

●
自
衛
官
候
補
生

　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

甲佐町総合型地域スポーツクラブ

「I・YOU スポーツ＆カルチャークラブ」

３月のアユスポ・カレンダー

  ●スポンジテニス教室＆

　　　　　バドミントン教室

　　甲佐小体育館

　　月曜日（祝日除く）　午後７時30分

●少年柔道スクール

　甲佐中武道館「甲心館」

　・中学生の部

　　月・水・木・金・日曜日

　・小学生の部

　　月・水・金曜日

　　　　　　いずれも午後７時

●卓球教室

　町生涯学習センター・ホール

　水・金曜日（祝日除く）午後７時

●ノルディックウォーキングスクール

　甲佐町役場周辺

　第１・2・３月曜日　午前10時

●トランポリンスクール

　特別養護老人ホーム桜の丘

　　金曜日　午後５時30分

●サッカースクール

　甲佐中グラウンド など

　　火・木・金曜日　午後７時

　　土・日曜日　不定期

●女子サッカースクール

　甲佐中グラウンド など

　　水・金曜日　午後７時30分

　　土・日曜日　不定期

●放課後自習室

　デイサービスセンター「しゃらの樹」など

　　月〜金曜日　午後４時30分

　■お問い合わせ先

　　町教育委員会社会教育課

　　 TEL 096-234-2447（内線325）

▼

子
ど
も
た
ち
の
心
が
こ
も
っ
た

　

作
品
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い

Topics

●お問い合わせ先　町税課　 TEL 096‐234‐1112

　２月 16 日（水）町生涯学習センター・
研修室で町の申告相談が始まり、町の
税務課職員らが来場者の申告書作成サ
ポートなどを実施しています。
　同相談会は例年、町が税務署と協力
しながら開催しており、新型コロナウ
イルス感染症対策として会場への入場
制限などを行いつつ、３月 15 日（火）
まで実施。木村智香住民税係長は「待
合室の密を避けるため午前中の受付人
数を制限しており、ご不便をおかけし
ています。時間に余裕をもってお越し

ください」と感染症対策への協力を呼
び掛けています。
　令和４年１月１日現在で本町に住ん
でいる人は、給与所得のみで、勤務先
事業所から給与支払報告書の提出が
あった人や公的年金などの所得のみで
公的年金等支払報告書の提出があった
人などを除き、申告が必要です。
　青色申告を行う人や株式の譲渡所得
がある人などは、税務署が開設する
申告相談会場（熊本城ホール）をご
利用ください。

　　 町の申告相談がスタート 　　

令和４年度 税の申告相談会は３月15日（火）まで

▲

詳
し
く
は
こ
ち
ら

　

を
ご
覧
く
だ
さ
い

放課後自習室

参加者の皆さん

漢検の勉強がんばってます！
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Monthly Information

▼
受
付
期
間

●
幹
部
候
補
生

　
４
月
14
日
（
木
）
ま
で

●
医
科
・
歯
科
幹
部

　
６
月
10
日
（
金
）
ま
で

●
一
般
曹
候
補
生

　
５
月
10
日
（
火
）
ま
で

●
自
衛
官
候
補
生

　
年
間
を
通
じ
て
随
時

▼
試
験
日

●
幹
部
候
補
生

・
大
卒
程
度
・
院
卒
者

　
１
次
試
験
：
４
月
23
日
（
土
）・

24
日
（
日
）

　
２
次
試
験
：
５
月
27
日
（
金
）

〜
６
月
２
日
（
木
）

・
歯
科
・
薬
剤
科

　
１
次
試
験
：
４
月
23
日
（
土
）

　
２
次
試
験
：
５
月
27
日
（
金
）

〜
６
月
２
日
（
木
）

●
医
科
・
歯
科
幹
部

・
６
月
24
日
（
金
）

●
一
般
曹
候
補
生

　
１
次
試
験
：
５
月
20
日
（
金
）

　
〜
29
日
（
日
）
の
い
ず
れ
か

　
２
次
試
験
：
６
月
17
日
（
金
）

　
〜
７
月
３
日
（
日
）
の
い
ず
れ
か

●
自
衛
官
候
補
生

　
受
付
時
に
通
知
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部

　
宇
城
募
集
案
内
所

　
TEL
０
９
６
４
‐
２
３
‐
２
０
４
７

海
上
保
安
官
を
募
集
し
ま
す

　
海
洋
国
家
で
あ
る
日
本
に
お
い
て
、

周
辺
海
域
の
平
和
と
安
定
に
影
響
を

及
ぼ
す
事
態
に
適
切
に
対
処
す
る
こ

と
が
海
上
保
安
庁
の
任
務
で
す
。

　
同
庁
で
は
、 

海
上
保
安
官
の
採
用

試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

応
募
資
格
な
ど
の
詳
細
は
、
海
上
保

安
官
募
集
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間

●
海
上
保
安
学
校
学
生
（
特
別
）

　
３
月
18
日
（
金
）
〜
25
日
（
金
）

●
海
上
保
安
学
校
学
生（
初
任
科
）

　
３
月
18
日
（
金
）
〜
４
月
４
日

（
月
）

▼
第
一
次
試
験

●
海
上
保
安
学
校
学
生
（
特
別
）

　
５
月
15
日
（
日
）

●
海
上
保
安
学
校
学
生（
初
任
科
）

　

６
月
５
日
（
日
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
海
上
保
安
部
管
理
課

　
TEL
０
９
６
４
‐
５
２
‐
３
１
０
３

ｃ

く
ら
し
安
全

「
電
話
で
『
お
金
』
詐
欺
」
に

注

意

！

　
警
察
官
や
役
場
職
員
、
銀
行
員
、

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
職
員
な
ど
を
名

乗
る
者
か
ら
の
電
話
で
次
の
よ
う

な
「
お
金
」
の
話
が
出
た
ら
詐
欺

だ
と
疑
い
、
一
人
で
判
断
せ
ず
に

家
族
や
警
察
に
す
ぐ
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

・
保
険
料
な
ど
の
還
付
金
が
あ
る

・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
が
不
正
に

　
使
わ
れ
て
い
る

・
利
用
し
て
い
る
金
融
機
関
は
ど

　
こ
か

・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
渡
し
て

・
暗
証
番
号
を
教
え
て

・
今
日
中
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
手
続
き
を

　
し
て

ま
た
、
電
話
で
個
人
情
報
や

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
暗
証
番
号

を
教
え
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

　「
電
話
で
『
お
金
』
詐
欺
」（
振

り
込
め
詐
欺
）
の
被
害
に
遭
わ
な

い
よ
う
、
落
ち
着
い
て
電
話
の
内

容
を
も
う
一
度
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ

う
。

●
架
空
請
求
詐
欺
に
も
注
意

　
メ
ー
ル
で
動
画
サ
イ
ト
の
利
用

料
名
目
で
お
金
を
請
求
し
、
電
子

マ
ネ
ー
を
だ
ま
し
取
る
架
空
料
金

請
求
詐
欺
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

心
当
た
り
の
な
い
メ
ー
ル
に
も
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
御
船
地
区
防
犯
協
会
連
合
会

　
TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
１
１
０

町生涯学習センター・ギャラリーモール展示のお知らせ　～３月～
 Event

●お問い合わせ先　町教育委員会社会教育課　 TEL 096‐234‐2447

ご支援ありがとうございます

ふるさと甲佐応援寄附金

　■お問い合わせ先

　　町地域振興課

　　 TEL  096-234-1154（内線232）

▶ご寄付いただいた皆様

　　お名前　　　　ご住所　

・石原　基成様　　千葉県

・波多野　一様　　東京都

・多々見浩之様　　大阪府

・坂本　善哉様　　北海道

・小嶋　悟史様　　千葉県

・長縄　英樹様　　愛知県

・森本　和義様　　大阪府

・城平　守朗様　　鳥取県

・岡田　憲明様　　北海道

・浅沼　知弘様　　北海道

・宮尾　賢子様　　北海道

・伊藤　順一様　　東京都

・高西　優樹様　　東京都

・秦　　直道様　　東京都

・岸　利恵子様　　東京都

・細川　泰成様　　東京都

・小野　智大様　　東京都

・兼坂　智樹様　　東京都

・横川　恵太様　　東京都

・水野　貴英様　　東京都

・大野　貴　様　　東京都

・小池　和紀様　　東京都

・妙中　明　様　　東京都

・谷　　義隆様　　神奈川県

・谷口　知平様　　神奈川県

・向井　秀哉様　　神奈川県

・杉林　正教様　　神奈川県

・数井　薫　様　　神奈川県

・本間　大輔様　　神奈川県

・萩野　規和様　　神奈川県

・大森　孝義様　　神奈川県

・岩本　雅樹様　　千葉県

・村上　幸枝様　　千葉県

・戸田　道也様　　千葉県

・田村　守　様　　千葉県

・和田　英樹様　　千葉県

・竹崎　誠也様　　埼玉県

・下里　周平様　　静岡県

・内山　良一様　　静岡県

・星　　尚男様　　静岡県

・小屋野和子様　　愛知県

・中西　明　様　　滋賀県

　　　　　　　　　　ほか多数

▶令和３年度寄附金額合計

  464,301,000円（１月31日現在）

「ふるさと甲佐応援寄附金」に
ご協力いただき、ありがとう
ございます。氏名掲載に同意
いただいた寄附者の皆さんを
一部ご紹介します。

▶町公式ウェブサイト

　「ふるさと納税」ページ

　　　https://www.town.kosa.lg.  

　　　jp/q/aview/136/233.html
URL

▼

子
ど
も
た
ち
の
心
が
こ
も
っ
た

　

作
品
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い

●肥後狂句「龍野小児童作品展」

龍野小児童が、北川直美さんを招いて行われた授
業でつくった肥後狂句を展示します。

▶期間　３月１日（火）〜 14 日（月）

▶主催　甲佐町文化協会
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［
短
歌
］�

渡
辺
幸
士 

選

元
旦
に
日
の
出
を
待
ち
て
礼
拝
し
無
事
を
祈
り
て

柏
手
を
う
つ�

池
田
キ
ヨ
子

星
空
に
今
年
の
運
を
願
い
つ
つ
両
手
会
わ
せ
て
健

康
願
う�

赤
星　

文
子

軽
や
か
に
テ
レ
ビ
体
操
始
ま
っ
た
立
っ
て
は
み
る

が
一
分
も
た
ず�

塚
原　

暁
益

庭
に
出
て
春
を
捜
し
て
目
を
や
れ
ば
土
の
中
よ
り

蕗
の
と
う
二
つ�

緒
方　

明
美

亡
き
母
の
作
り
し
料
理
に
程
遠
く
我
は
時
短
で

サ
ッ
ト
炒
め
る�

内
田
乃
武
子

老
い
て
な
お
ラ
イ
バ
ル
と
な
る
菜
園
の
ほ
う
れ
ん

草
が
私
を
見
て
る�

吉
永
由
紀
子

ち
ぎ
れ
雲
ひ
と
つ
漂
う
昼
寝
よ
り
覚
め
て
う
つ
つ

の
空
を
仰
げ
ば�

渡
辺　

幸
士

 

［
肥
後
狂
句
］�

北
川
直
美 

選

気
に
か
か
る

　

い
や
に
少
な
い
通
学
路�

広
田
み
ど
り

気
に
か
か
る

　

飲
ん
で
騒
い
で
第
六
波�

下
山　

千
恵

気
に
か
か
る

　

施
設
入
所
の
母
の
事
ツ�

志
垣　
　

光

気
に
か
か
る

　

孫
が
大
学
受
験
だ
が

�

佐
藤　
　

葵

気
に
か
か
る

　

人
間
ド
ッ
ク
結
果
待
ち�

平
井
や
よ
い

気
に
か
か
る

　

一
人
は
置
け
ん
認
知
妻�

長
原　

産
賀

気
に
か
か
る

　

又
し
て
も
来
た
こ
ん
揺
れ
は�

光
永　
　

六

気
に
か
か
る

　

届
か
ん
友
の
年
賀
状

�

井
元
あ
ざ
み

気
に
か
か
る

　

診
療
拒
否
は
さ
れ
ん
ど
か�

日
高　

美
里

気
に
か
か
る

　

結
果
待
た
れ
る
健
診
日�

上
田　

梅
清

気
に
か
か
る

　

賞
味
期
限
な
い
つ
だ
ろ
か�

中
村　

南
幸

気
に
か
か
る

　

並
外
れ
と
る
反
抗
期

�

北
川　

直
美

椿

　
■
お
問
い
合
わ
せ
先
　
町
教
育
委
員
会
公
民
館
事
務
局

　
　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７
（
内
線
３
２
１
）

う
た
ご
よ
み　

～ 

弥
生 

～
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菜
の
花
の
黄
色
を
あ
ち
こ
ち
で
目

に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
だ

ま
だ
寒
い
日
も
あ
り
ま
す
が
、
春
は

確
実
に
近
づ
い
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

今
月
号
で
は
、
こ
の
春
、
小
学
校

を
卒
業
す
る
町
内
の
小
学
６
年
生
に

出
演
を
依
頼
。
各
小
学
校
の
児
童
会

長
な
ど
が
協
力
し
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
取
材
が
、
残
り
わ
ず
か
と
な
っ

た
彼
ら
の
小
学
校
生
活
の
思
い
出
の

ひ
と
つ
に
な
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

　

特
集
で
取
り
上
げ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で

す
が
、「
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
目
に
す

る
け
れ
ど
…
」
と
い
う
人
も
少
な
く

な
い
は
ず
。
私
自
身
が
そ
う
で
し
た

の
で
、
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え

た
ら
と
い
う
思
い
で
言
葉
を
紡
い
で

い
ま
す
。

　

大
切
な
の
は
、
意
識
を
変
え
る
こ

と
と
行
動
す
る
こ
と
。
１
カ
月
後
、

紙
面
の
子
ど
も
た
ち
は
中
学
生
と
し

て
の
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。

こ
の
春
、
私
た
ち
も
で
き
る
事
か
ら

何
か
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。　
（
と
）

作り方

①アスパラの根本や皮のかたい

部分はピーラーなどで削ぎと

ります。

②３〜４㌢程の食べやすい大き

さに切り、塩を入れた熱湯で

サッとゆでたら、ザルに上げ

て冷ましておきます。

③別の鍋に湯を沸かし、シー

フードミックスを湯通してザ

ルに上げます。

④ボウルに味噌とからしを入れ、

スプーンの背で押さえつけな

がら混ぜ合わせます。よく混

ざり合ったら、砂糖、赤酒、

酢の順に混ぜ合わせます。

⑤できあがった酢味噌に、ゆで

たアスパラとシーフードを混

ぜ合わせ、しっかり絡まった

ら完成です。

アスパラガスの酢味噌和え

ご存じですか？

材　　料（４人分）

アスパラガス　　………　１束
シーフードミックス　…　200㌘
米味噌　　…………　大さじ２
砂糖　　　…………　大さじ１
酢　　　　……　大さじ２〜３
赤酒　　　…………　大さじ１
練りからし　……　 小さじ1/2

　　　春を代表する野菜の１つ

であるアスパラガスには、栄養

ドリンクにも配合される成分を

含んでいるってご存じですか？

　アスパラガスに含まれるアス

パラギン酸は、アミノ酸の一種

で新陳代謝を促し、疲労回復や

スタミナ増強に効果があります。

この成分は、体内のエネルギー

代謝を活性化させる作用がある

ため、栄養ドリンクやスポーツ

ドリンクなどに配合されている

んですね。

　ビタミンＡのもとになるβカ

ロテンやビタミンＣ、ビタミン

Ｅなども豊富なアスパラガスを

使った一品で、体調を崩しやす

い季節の変わり目を元気に乗り

切りましょう。

編

集

後

記

こうさの野菜で作ってみよう！こうさの野菜で作ってみよう！

レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）

ひ と の 動 き （敬称略）

お誕生おめでとう
birth

項目 数 増減

男 4,952 ▲１

女 5,375 ２

計 10,327 １

世帯数 4,380 ２

令和４年１月31日現在

甲佐町の人口・世帯数
data

お悔やみ申し上げます
condolence

	住　所	 氏　名	   年齢  世帯主

豊　内　甲斐　政樹　77　ヌイコ

田　口　布田　益智　72　明　子

西寒野　丸本　榮子　101　榮　子

田　口　坂本　鐵弥　95　アヤ子

上早川　坂本　英治　64　優　子

西寒野　岩井マサエ　93　龍　一

田　口　木村眞由美　63　久　男

西寒野　永野　衛喜　92　妙　子

　　　　　　　　　　　ほか２人

１月11日（火）〜２月10日（木）

ご結婚おめでとう
marriage

	住　所	 氏　名	     性別  保護者

麻生原　福田　高
た か と ら

虎　男　訓　久

府　領　布袋　令
は る と

人　男　妃　子

	 住　所	 氏　名	

　　夫　芝　原　河野　晃之

　　妻　福岡県　山﨑友里恵

　　夫　熊本市　家入　光輝

　　妻　有　安　野仲沙久羅

　　　　　　　　　　　ほか２組

［

［
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在
学
中
に
高
校
生
向
け
の
授
業
を

経
験
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
。
教

師
よ
り
も
身
近
な
立
ち
位
置
で
高

校
生
と
関
わ
り
た
い
と
感
じ
た
か

ら
だ
と
い
う
。

　

「
甲
佐
高
校
は
一
学
年
約
30
人

と
少
人
数
で
す
。
お
か
げ
で
都
市

部
の
高
校
に
比
べ
て
生
徒
一
人
一

人
と
向
き
合
え
る
環
境
が
整
っ
て

お
り
、
先
生
と
生
徒
と
の
距
離
も

近
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
今
年
度

か
ら
取
り
組
む
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
は
、
あ
ゆ
み
学
舎
の
塾
生
を
中

心
と
し
た
甲
佐
高
生
だ
け
で
な
く
、

甲
佐
中
の
生
徒
や
東
京
大
学
大
学

院
の
若
手
研
究
者
、
地
域
の
皆
さ

ん
と
い
っ
た
学
校
の
垣
根
を
超
え

た
交
流
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
」

　

昨
年
５
月
に
移
住
し
て
か
ら
こ

の
ま
ち
で
暮
ら
す
中
で
、
人
と
の

つ
な
が
り
や
温
も
り
が
日
常
に
あ

ふ
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
い
た
と
い

う　

田
さ
ん
は
「
都
市
部
の
学
校

に
は
真
似
で
き
な
い
、
人
情
に
満

ち
た
地
域
と
連
携
す
る
高
校
な
ら

で
は
の
学
び
が
こ
こ
に
は
あ
り
ま

す
。
心
豊
か
な
人
々
が
紡
ぐ
歴
史

や
文
化
に
彩
ら
れ
た
こ
の
ま
ち
の

魅
力
を
生
徒
た
ち
と
一
緒
に
学
ん

で
い
け
れ
ば
」
と
甲
佐
高
生
の
歩

幅
に
合
わ
せ
て
歩
み
続
け
る
。

2022年（令和４年）３月号

通巻632号
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こうさ広 報

地
域
に
根
差
す
高
校
な
ら
で
は
の

学

び

で

自

己

実

現

を

支

援

Kosa
Style
こうさ スタイル

にしだ たいよう / 甲佐町地域

おこし協力隊として町公営塾

「あゆみ学舎」を運営。地域に

密着した甲佐高校ならではの学

びを通して、生徒たちの自己実

現に取り組む。京都府出身。

〔大町区〕

　田 太陽さん
Nishida Taiyo

　

「
コ
ロ
ナ
禍
で
難
し
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
地
域
社
会
と
の
交
流
に

よ
る
学
び
を
部
分
的
な
が
ら
も
継

続
で
き
て
い
る
と
こ
ろ
が
甲
佐
高

校
の
強
み
だ
と
感
じ
ま
す
」
と
話

す
の
は
、
甲
佐
町
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
一
員
と
し
て
県
立
甲
佐
高

校
に
併
設
さ
れ
た
町
公
営
塾
「
あ

ゆ
み
学
舎
」
の
運
営
に
取
り
組
む

　

田
太
陽
さ
ん
（
大
町
区
）。

　

県
内
唯
一
の
公
営
塾
で
あ
る

「
あ
ゆ
み
学
舎
」
は
、
同
校
の
魅

力
化
事
業
の
一
環
と
し
て
、
生
徒

一
人
一
人
の
夢
を
実
現
す
る
た
め

に
町
教
育
委
員
会
が
設
置
。
今
年

秋
に
は
開
設
５
周
年
を
迎
え
る
。

　

田
さ
ん
は
、
生
徒
た
ち
の
理
解

度
や
進
路
に
合
わ
せ
て
学
習
を
支

援
。
基
本
的
な
教
科
の
指
導
だ
け

で
な
く
、
社
会
で
必
要
な
ス
キ
ル

の
習
得
も
サ
ポ
ー
ト
し
つ
つ
、
地

域
の
協
力
を
得
な
が
ら
生
徒
の
自

己
実
現
の
手
助
け
に
も
取
り
組
ん

で
い
る
。

　
　

田
さ
ん
が
「
あ
ゆ
み
学
舎
」

に
興
味
を
惹
か
れ
た
の
は
、
大
学


